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◇

特
集

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
一
九
八
〇
年
代
の
雑
誌
に
み
る
反
原
発
思
想
」

一
九
八
〇
年
代
の
児
童
文
学
誌
に
み
る

「
反
核
兵
器
」
と
「
反
原
発
」

髙

畑

早

希

一
、
は
じ
め
に

二
〇
一
二
年
の
夏
、
雑
誌
『
日
本
児
童
文
学
』（
日
本
児
童
文
学
者
協
会
）

は
二
号
に
わ
た
っ
て
、「

・

と
児
童
文
学
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
だ
。
前

3

11

半
号
で
は
「
自
然
災
害
」
と
児
童
文
学
が
テ
ー
マ
と
な
り
、
後
半
号
で
は
「
原

発
・
核
の
問
題
」
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た

。
(1)

後
半
号
で
、
原
子
力
と
児
童
文
学
の
関
わ
り
を
論
じ
た
長
谷
川
潮
は
、
一

九
六
〇
年
代
以
降
、
原
子
爆
弾
に
関
す
る
作
品
が
蓄
積
さ
れ
、「
原
爆
児
童

文
学
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
設
定
さ
れ
た
の
に
比
べ
て
、
原
子
力
発
電
所
を
含

ん
だ
「
原
子
力
問
題
全
体
」
へ
の
児
童
文
学
の
「
対
応
は
遅
か
っ
た
」
と
振
り

返
る

。
こ
こ
で
の
「
対
応
」
と
は
、
長
谷
川
自
身
が
担
っ
て
き
た
児
童
文
学

(2)

の
批
評
で
あ
る
と
と
も
に
、
作
家
に
よ
る
実
作
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

確
か
に
、
原
発
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
作
品
の
数
は
、
原
爆
児
童
文
学
と
呼

ば
れ
る
作
品
群
と
比
較
す
る
と
圧
倒
的
に
少
な
い

。
し
か
し
、
沢
崎
友
美
に

(3)

よ
れ
ば
、
一
九
八
六
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
の
大
事
故
以
降
、

「
一
九
九
〇
年
代
の
半
ば
ま
で
は
、
原
発
問
題
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
作
品
が
見
ら
れ
て
い
た
」

と
さ
れ
、
児
童
文
学
の
批
評
・

(4)

研
究
誌
的
側
面
を
担
っ
て
い
た
雑
誌
『
日
本
児
童
文
学
』
が
、
こ
れ
ら
の
作
品

に
ど
の
よ
う
に
応
答
し
て
い
た
の
か
、
改
め
て
気
に
か
か
る
。

だ
が
、
結
論
か
ら
言
う
と
、
八
〇
年
代
の
『
日
本
児
童
文
学
』
が
、
原
発

問
題
を
扱
う
作
品
に
応
答
し
た
痕
跡
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
。

一
九
八
〇
年
代
前
半
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
反
核
運
動
が
盛
り
上
が
り
、

例
え
ば
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
ブ
リ
ッ
グ
ズ
の
『
風
が
吹
く
と
き
』
が
紹
介
さ
れ
る

な
ど
、
『
日
本
児
童
文
学
』
に
も
そ
の
影
響
が
看
取
で
き
る
。
し
か
し
、「
反

核
兵
器
」
と
「
反
原
発
」
の
二
つ
の
要
素
が
存
在
し
て
い
た
当
時
の
反
核
運
動

の
な
か
で

、『
日
本
児
童
文
学
』
の
立
場
は
主
と
し
て
「
反
核
兵
器
」
の
側

(5)

に
あ
り
、
同
時
代
に
出
現
し
は
じ
め
た
「
反
原
発
」
の
作
品
と
は
〈
す
れ
違

い
〉
が
あ
っ
た
。
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本
論
は
、
こ
の
〈
す
れ
違
い
〉
の
原
因
に
ま
で
踏
み
込
む
用
意
は
な
い
が
、

八
〇
年
代
の
『
日
本
児
童
文
学
』
で
展
開
さ
れ
た
反
核
の
言
説
を
み
る
こ
と

で
、〈
す
れ
違
い
〉
の
様
相
を
概
観
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、〈
す
れ
違
い
〉
の

一
方
に
あ
る
「
反
核
兵
器
」
と
「
反
原
発
」
の
〈
重
な
り
〉
に
つ
い
て
、
い
く

つ
か
の
作
品
を
事
例
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
特
徴
を
紹
介
し
つ
つ
考
察
を
行
う
。

な
お
、
原
子
力
発
電
所
を
原
子
爆
弾
と
つ
な
げ
て
考
え
る
べ
き
か
い
な
か
は
、

議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
が

、
本
論
は
、
こ
の
時
期
の
児
童
文
学
作
品
が
両
者

(6)

を
ど
の
よ
う
に
つ
な
ご
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
試
み
を
見
る
立
場
に
立
つ
。

二
、
一
九
八
〇
年
代
の
『
日
本
児
童
文
学
』
に
お
け
る
反
核
の
言
説

八
〇
年
代
の
『
日
本
児
童
文
学
』
の
反
核
言
説
に
お
い
て
、
最
初
に
目
に

つ
く
の
は
、「
特
集

作
品
・
近
未
来
戦
へ
の
警
告
」（
一
九
八
一
年
一
二
月
号
）

で
あ
る
。
こ
の
特
集
は
、
米
ソ
の
大
戦
を
題
材
と
す
る
内
容
が
、「
核
兵
器
賛

美
」
的
で
あ
る
と
さ
れ
た
映
画
『FU

TU
RE

W
A

R

・198X
』
へ
の
抗
議
活
動

の
一
環
と
し
て
編
ま
れ
た
。
映
画
の
制
作
中
止
を
求
め
た
活
動
は
、
一
九
八

一
年
の
春
頃
か
ら
、「
東
映
動
画
労
組
や
、
日
本
母
親
大
会
連
絡
会
な
ど
約

四
十
団
体
で
組
織
」
さ
れ
た
「
戦
争
ア
ニ
メ
『198X

』
に
反
対
す
る
会
」
を

中
心
に
展
開
さ
れ
、
『
日
本
児
童
文
学
』
誌
上
に
も
、
活
動
を
伝
え
る
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
る

。
(7)

「
特
集

作
品
・
近
未
来
戦
へ
の
警
告
」
に
は
、「
若
も
の
や
、
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
、
米
ソ
の
衝
突
に
よ
る
第
三
次
世
界
大
戦
を
想
定
し
、
子
ど
も
た

ち
の
気
を
引
く
現
代
的
兵
器
・
メ
カ
を
動
員
し
て
、
日
本
の
軍
備
増
強
を
訴

え
る
」
ア
ニ
メ
映
画
の
制
作
に
対
抗
し
、
児
童
文
学
の
側
か
ら
「
有
効
な
創

造
」
を
提
案
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で

、「
石
が
し
ゃ
べ
る
夜
」（
久
保
喬
）、「
暗

(8)

い
夜
の
な
か
の
灯
」（
桜
井
信
夫
）、「
だ
れ
も
い
な
い
海
」（
新
冬
二
）、「
ブ
ル
ー

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
ゆ
く
え
」（
望
月
正
子
）
、「
生
き
残
り
ゲ
ー
ム
」（
砂
田
弘
）

の
五
作
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

過
去
の
「
戦
争
体
験
を
語
り
つ
ぐ
こ
と
と
同
じ
く
、
近
未
来
戦
を
語
る
こ

と
」
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
特
集
の
趣
旨
を
受
け
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、

核
シ
ェ
ル
タ
ー
へ
の
避
難
や
、
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
に
よ
っ
て
身
体
が
管
理
さ
れ
る
未

来
な
ど
、
当
時
の
戦
争
児
童
文
学
に
と
っ
て
は
新
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
「
Ｓ
Ｆ
・

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
へ
の
取
り
組
み
が
み
ら
れ
る

。
(9)

な
お
、
核
戦
争
を
語
る
際
の
新
し
い
文
学
空
間
で
あ
っ
た
「
核
シ
ェ
ル
タ
ー
」

に
つ
い
て
は
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
ブ
リ
ッ
グ
ズ
の
カ
ー
ト
ゥ
ー
ン
的
絵
本
『
風
が

吹
く
と
き
』
へ
の
注
目
も
、
こ
の
時
期
の
『
日
本
児
童
文
学
』
の
特
徴
で
あ
る
。

『
風
が
吹
く
と
き
』
は
、
核
戦
争
の
備
え
を
記
し
た
「
お
役
所
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」
に
従
っ
て
行
動
し
た
結
果
、
部
屋
に
作
っ
た
簡
易
シ
ェ
ル
タ
ー
の
な
か
で

死
に
至
る
こ
と
に
な
る
「
善
良
な
」
夫
婦
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

本
作
に
つ
い
て
長
谷
川
潮
は
、「「
防
護
し
て
生
き
残
る
」
な
ど
と
い
う
こ
と

は
、
国
家
が
国
民
に
押
し
つ
け
た
幻
想
に
過
ぎ
な
い
こ
と
」
を
鋭
く
明
ら
か
に

し
た
作
品
と
高
く
評
価
し
、
日
本
の
児
童
文
学
は
、「
核
と
言
え
ば
広
島
・
長

崎
と
い
う
傾
向
が
強
く
、
現
在
の
、
そ
し
て
未
来
の
核
に
つ
い
て
想
像
力
を
働

か
す
こ
と
は
ま
れ
」
で
あ
っ
た
と
し
て
、
本
作
の
想
像
力
に
な
ら
っ
た
実
作
が

出
て
く
る
よ
う
期
待
を
記
し
て
い
る

。
(10)

三
、
原
発
を
描
い
た
作
品
と
の
〈
す
れ
違
い
〉

―
『
夜
の
子
ど
も
た
ち
』

こ
こ
ま
で
、
八
〇
年
代
前
半
ま
で
の
『
日
本
児
童
文
学
』
の
反
核
言
説
を
概

観
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
主
と
し
て
戦
争
児
童
文
学
が
築
い
て
き
た
文
脈
を
引
き
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継
ぎ
、
核
戦
争
や
核
兵
器
の
危
険
、
忌
避
感
や
抵
抗
を
語
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

本
節
か
ら
は
、
八
〇
年
代
半
ば
の
『
日
本
児
童
文
学
』
の
批
評
と
、
原
発

を
描
い
た
作
品
と
の
〈
す
れ
違
い
〉
に
つ
い
て
、
芝
田
勝
茂
『
夜
の
子
ど
も
た

ち
』（
福
音
館
書
店
、
一
九
八
五
年
）
と
、
中
澤
晶
子
『
１
９
８
３
年

熱
い
秋

の
ノ
ー
ト
』（
『
原
爆
児
童
文
学
集

』
汐
文
社
、
一
九
八
五
年
）
、
『
あ
し
た
は

19

晴
れ
た
空
の
下
で

―
ぼ
く
た
ち
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
』（
汐
文
社
、
一
九
八
八

年
）
を
事
例
に
確
認
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、『
夜
の
子
ど
も
た
ち
』
に
つ
い
て
。
本
作
は
、
八
塚
市
と
い
う
架
空

の
地
方
小
都
市
の
教
育
委
員
会
か
ら
、
五
人
の
登
校
拒
否
生
徒
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
依
頼
さ
れ
た
森
山
正
夫
が
、
子
ど
も
達
と
八
塚
市
の
「
夜
の
タ

ブ
ー
」
に
迫
っ
て
い
く
物
語
で
あ
る
。

八
塚
市
は
全
国
で
も
稀
な
「
非
行
ゼ
ロ
」
の
教
育
都
市
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

実
績
の
裏
に
は
、
夜
七
時
以
降
の
外
出
を
禁
止
す
る
条
例
の
存
在
が
あ
っ
た
。

他
の
地
域
で
は
奇
異
に
み
え
る
条
例
も
、
夜
に
外
を
出
歩
く
と
「
夜
の
王
」

で
あ
る
「
カ
レ
ル
ピ
ー
」
に
呪
わ
れ
る
と
い
う
古
く
か
ら
の
「
信
仰
に
近
い
共

同
の
規
範
」

が
維
持
さ
れ
て
い
る
八
塚
市
で
は
、「
夜
間
外
出
禁
止
条
例
」

(11)

は
制
度
と
し
て
浸
透
し
て
い
る
。
不
登
校
に
な
っ
た
五
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理

由
で
こ
の
条
例
を
破
っ
て
外
出
し
た
経
験
が
あ
り
、
正
夫
は
、
こ
の
こ
と
が
子

ど
も
の
心
理
的
圧
迫
に
な
っ
て
い
る
と
診
察
す
る
。
正
夫
は
、
タ
ブ
ー
に
立
ち

向
か
わ
せ
る
た
め
に
子
ど
も
達
と
「
夜
の
散
歩
」
に
出
か
け
る
。
し
か
し
、
彼

ら
は
こ
の
散
歩
で
、「
夜
の
王
の
墓
」
と
し
て
立
ち
入
り
を
禁
じ
ら
れ
て
き
た

古
墳
の
裏
に
、
近
県
の
原
発
か
ら
出
た
核
廃
棄
物
を
集
め
る
貯
蔵
所
と
、
国

の
核
ミ
サ
イ
ル
基
地
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。
物
語
は
、
夜
の
タ
ブ
ー
を
克
服
し

た
子
ど
も
と
正
夫
達
大
人
が
、
八
塚
市
の
「
真
相
」
を
暴
露
し
、
国
の
陰
謀

に
立
ち
向
か
う
こ
と
を
決
意
す
る
と
こ
ろ
で
閉
じ
ら
れ
る

。
(12)

『
夜
の
子
ど
も
た
ち
』
は
「
第

回
日
本
児
童
文
学
者
協
会
賞
」
に
ノ
ミ
ネ
ー

26

ト
さ
れ
る
な
ど
、『
日
本
児
童
文
学
』
誌
上
で
も
注
目
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

本
作
に
対
す
る
反
応
は
、
「
登
校
拒
否
の
問
題
を
、
大
人
、
子
ど
も
を
問
わ

ず
大
き
な
力
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
理
小
説
ふ
う

に
書
い
て
、
異
色
の
作
で
あ
っ
た
」
と
い
う
赤
木
由
子
の
選
評

や
、「
登
校
拒

(13)

否
の
克
服
が
五
人
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
り
こ
え
ね
ば
な
ら
ぬ
イ
ニ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
問
題
と
真
に
向
き
合
え
る
自
分
に
な
る

と
い
う
課
題
は
、
正
夫
に
と
っ
て
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
も
あ
る
」
と
い
う
藤

田
の
ぼ
る
の
評

の
よ
う
に
、「
登
校
拒
否
」
の
問
題
や
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
大

(14)

人
と
子
ど
も
の
関
係
性
に
集
中
し
、
核
廃
棄
物
の
貯
蔵
や
原
発
、
核
ミ
サ
イ

ル
基
地
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
特
に
議
論
さ
れ
た
様
子
は
な
い
。

当
時
の
児
童
文
学
は
、
校
内
暴
力
や
登
校
拒
否
な
ど
「
現
実
の
子
ど
も
た

ち
の
変
容
が
大
き
く
社
会
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
な
か
で
」、
柄
谷
行
人
の

「
児
童
の
発
見
」（『
日
本
近
代
文
学
の
起
源
』
講
談
社
、
一
九
八
〇
年
）
や
、
フ

ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ
エ
ス
の
『〈
子
供
〉
の
誕
生

―
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期

の
子
供
と
家
族
生
活
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
の
出
版
な
ど
も
重
な
り
、

従
来
の
「
子
ど
も
観
」
が
問
い
直
さ
れ
る
時
期
に
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

る

。
『
夜
の
子
ど
も
た
ち
』
の
原
発
へ
の
想
像
力
は
、
そ
う
し
た
子
ど
も
を

(15)
め
ぐ
る
多
様
な
社
会
問
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
な
か
で
、
見
過
ご
さ
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

四
、
原
発
を
描
い
た
作
品
と
の
〈
す
れ
違
い
〉

―
『
１
９
８
３
年
熱
い
秋
の
ノ
ー
ト
』

一
九
八
六
年
の
『
日
本
児
童
文
学
』
の
な
か
で
、
も
う
一
つ
見
過
ご
せ
な
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い
作
品
が
、
中
澤
晶
子
『
１
９
８
３
年

熱
い
秋
の
ノ
ー
ト
』
で
あ
る
。
本
作

は
ド
イ
ツ
で
の
反
核
運
動
を
描
い
た
も
の
で
、
原
発
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
後
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
後
の
様
子
を
、
西
ド
イ
ツ
を
舞

台
と
し
て
書
く
中
澤
に
と
っ
て
、
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ
る
本
作
は
重
要
な
意
味
を

持
つ
た
め
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
。

『
１
９
８
３
年

秋
の
熱
い
ノ
ー
ト
』
は
、
西
ド
イ
ツ
の
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ラ
ン

ト
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
に
住
む
一
二
歳
の
島
本
ツ
ト
ム
の
視
点
で
書
か

れ
る
。

冒
頭
、
ツ
ト
ム
は
父
親
に
病
院
へ
連
れ
て
行
か
れ
、
父
と
一
緒
に
血
液
検
査

を
さ
せ
ら
れ
る
。
父
や
担
当
の
ド
ク
ト
ル
・
フ
ラ
ン
ク
に
、
検
査
を
す
る
理
由

を
聞
い
て
も
明
確
な
答
え
を
得
ら
れ
な
い
ツ
ト
ム
は
、
憂
鬱
な
日
々
を
過
ご
す

が
、
隣
の
ク
ラ
ス
の
ク
ル
ト
の
家
で
開
か
れ
た
ガ
ー
デ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
参

加
す
る
こ
と
で
事
態
は
変
化
し
て
い
く
。
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
大
学
生
の
ク
ル

ト
の
姉
と
そ
の
仲
間
も
参
加
し
て
お
り
、
彼
等
は
新
型
核
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
に

反
対
す
る
集
会
の
準
備
に
つ
い
て
熱
心
に
話
し
て
い
た
。

大
学
生
達
の
会
話
に
「
広
島
」
の
話
題
が
出
た
こ
と
で
、
ツ
ト
ム
は
、
か
つ

て
一
度
だ
け
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
父
の
郷
里
の
広
島
と
、
そ
こ
に
住
む
祖
母
の

こ
と
を
思
い
出
す
。
ツ
ト
ム
は
友
人
達
か
ら
「
広
島
の
こ
と
」
に
つ
い
て
質
問

さ
れ
、
祖
母
と
観
た
原
爆
資
料
館
の
印
象
を
話
す
が
、
原
爆
の
後
遺
症
に
つ

い
て
質
問
さ
れ
る
と
返
答
に
窮
す
る
。

父
が
広
島
の
こ
と
を
語
り
た
が
ら
な
い
理
由
と
、
病
院
で
の
検
査
の
関
係
に

つ
い
て
煩
悶
す
る
ツ
ト
ム
は
、「
ほ
ん
と
う
の
こ
と
が
知
り
た
い
」
と
祖
母
に
手

紙
を
出
す
。
祖
母
か
ら
の
返
事
を
待
つ
間
、
ツ
ト
ム
は
、
ガ
ー
デ
ン
・
パ
ー
テ

ィ
ー
で
会
っ
た
ク
ル
ト
の
祖
父
か
ら
、
自
身
の
祖
父
母
が
か
つ
て
ド
イ
ツ
に
住

ん
で
い
た
事
実
を
聞
か
さ
れ
る
。

ツ
ト
ム
の
手
紙
を
読
ん
だ
祖
母
は
、
彼
の
熱
意
に
動
か
さ
れ
、
直
接
ド
イ
ツ

を
訪
れ
る
。
そ
し
て
、
三
八
年
前
、
医
師
だ
っ
た
祖
父
と
共
に
ド
イ
ツ
に
住
ん

で
い
た
こ
と
、
帰
国
し
た
の
ち
に
広
島
で
被
爆
し
、
祖
父
は
放
射
能
の
た
め
そ

の
年
の
九
月
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
、
妊
娠
中
だ
っ
た
祖
母
の
胎
内
で
父
が
被
爆

し
た
こ
と
、
ツ
ト
ム
が
被
爆
二
世
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。

父
は
、
祖
母
が
ツ
ト
ム
に
原
爆
の
話
を
し
た
こ
と
を
非
難
す
る
が
、
ツ
ト
ム

は
「
ほ
ん
と
う
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
」
と
語
る
。
ツ
ト
ム
と

父
、
父
と
祖
母
の
溝
は
埋
ま
ら
な
い
が
、
祖
母
は
、
ド
イ
ツ
時
代
の
友
人
の
孫

が
開
く
集
会
で
、
被
爆
体
験
を
語
る
と
い
う
依
頼
を
受
け
、
ツ
ト
ム
や
ツ
ト
ム

の
母
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
集
ま
る
教
会
で
自
身
の
体
験
を
語
る
。
祖

母
の
語
り
の
後
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
二
日
に
は
、
首
都
ボ
ン
で
反
核
大

集
会
が
開
か
れ
、
二
百
万
人
の
人
が
パ
ー
シ
ン
グ
Ⅱ
型
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
に
反

対
す
る
。
し
か
し
、
一
一
月
二
二
日
、
西
ド
イ
ツ
連
邦
会
議
は
、
ミ
サ
イ
ル
の

配
備
を
六
〇
票
の
差
で
可
決
承
認
し
、
一
九
八
三
年
の
ツ
ト
ム
の
「
熱
い
秋
」

は
終
わ
り
を
告
げ
る
。

あ
ら
す
じ
を
長
め
に
紹
介
し
た
が
、
特
徴
的
な
の
は
祖
母
の
存
在
で
あ
る
。

祖
母
は
、
父
と
子
の
対
立
の
間
に
入
る
と
同
時
に
、「
真
実
」
を
語
る
語
り
部

と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
反
核
運
動
と
広
島
の
原
爆
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
担
う
。

こ
の
祖
母
の
描
き
方
は
、
例
え
ば
、
同
時
期
（
た
だ
し
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事

故
後
）
の
ド
イ
ツ
で
、
グ
ー
ド
ル
ン
・
パ
ウ
ゼ
ヴ
ァ
ン
グ
書
い
た
反
原
発
作
品

『
み
え
な
い
雲
』
に
出
て
く
る
「
真
実
」
を
見
つ
め
よ
う
と
し
な
い
祖
母
と
は

対
照
的
な
描
き
方
で
あ
る

。
し
か
し
、
被
爆
証
言
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
語
り

(16)

部
活
動
が
起
こ
っ
て
い
た
広
島
の
状
況

を
ふ
ま
え
る
と
、
こ
こ
で
の
「
真
実
を

(17)

語
る
祖
母
」
と
い
う
造
形
は
、
児
童
文
学
と
し
て
は
無
理
の
な
い
設
定
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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た
だ
、「
第

回
日
本
児
童
文
学
者
協
会
新
人
賞
」
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た

19

本
作
に
つ
い
て
、
選
評
は
「「
一
九
八
三
年
熱
い
秋
の
ノ
ー
ト
」
は
、
汐
文
社
の

原
爆
児
童
文
学
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
中
に
あ
っ
て
は
注
目
に
値
し
た

が
、
舞
台
を
ド
イ
ツ
に
設
定
し
た
こ
と
の
せ
い
か
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
欠
く
う

ら
み
が
あ
っ
た
」

と
評
し
、
本
作
は
新
人
賞
の
受
賞
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

(18)

中
澤
晶
子
は
、
二
〇
一
二
年
の
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
と
の
対
談
の
な
か

で
、「
日
本
の
児
童
文
学
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
題
材
に
創
作
な
ん
て
し
な
い
だ

ろ
う
な
と
思
っ
た
」
と
振
り
返
る
が
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
原
因
の
一
つ
に
は
、

「
舞
台
が
外
国
だ
か
ら
、
な
じ
み
に
く
い
」
と
さ
れ
た
デ
ビ
ュ
ー
作
へ
批
評
が

影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
大
き
な
反
核
運
動
が
起
こ
っ
た
と
き
ド
イ
ツ
に
ち
ょ
う
ど
住

ん
で
」
い
た
中
澤
に
と
っ
て
、『
１
９
８
３
年

熱
い
秋
の
ノ
ー
ト
』
と
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
を
題
材
と
し
た
『
あ
し
た
は
晴
れ
た
空
の
下
で
』
は
、「
わ
り
と
す

ん
な
り
つ
な
が
」
り
、
日
本
で
は
書
け
な
く
と
も
「
ド
イ
ツ
な
ら
書
け
る
」
と

い
う
思
い
を
強
く
し
た
と
い
う

。
(19)

五
、『
あ
し
た
は
晴
れ
た
空
の
下
で
』

『
あ
し
た
は
晴
れ
た
空
の
下
で

ぼ
く
た
ち
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
』（
汐
文
社
、

一
九
八
八
年
）
に
つ
い
て
長
谷
川
潮
は
、「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
主
題
に
し
た
、

お
そ
ら
く
日
本
で
唯
一
の
創
作
児
童
文
学
で
あ
る
」（
「
特
集

・

と
児
童

3

11

文
学
Ⅱ
」
二
〇
一
二
年
九
‐
一
〇
月
号
）
と
評
し
て
い
る
。
絶
版
と
な
っ
て
い
た

本
作
は
、
改
装
版
が
二
〇
一
一
年
七
月
に
出
版
さ
れ
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
後
、
再
び
広
く
読
ま
れ
る
に
こ
と
に
な
っ
た
。

中
澤
は
執
筆
時
に
は
す
で
に
日
本
へ
帰
国
し
て
い
た
が
、
西
ド
イ
ツ
の
友
人
や

読
書
グ
ル
ー
プ
か
ら
資
料
を
送
っ
て
も
ら
っ
て
、
本
作
を
書
き
上
げ
た
と
い
う

。
(20)

一
九
八
六
年
四
月
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
の
事
故
後
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
様
子
を
、
ケ
ル
ン
を
舞
台
に
一
二
歳
の
ト
オ
ル
の
視
点
か
ら
語
っ
た
本

作
は
、
放
射
能
を
含
ん
だ
雲
が
南
下
す
る
に
つ
れ
て
狂
っ
て
い
く
生
活
の
歯
車

を
「
食
」
と
「
い
の
ち
」
を
テ
ー
マ
に
描
く
。

放
射
能
の
畜
産
へ
の
影
響
や
、
安
全
な
食
べ
物
を
求
め
る
ド
イ
ツ
人
の
関
心

が
日
本
の
食
材
に
集
ま
る
様
子
、
ま
た
、
妊
娠
中
の
ト
オ
ル
の
母
親
が
食
べ
物

の
汚
染
に
敏
感
に
な
り
、
ほ
か
の
母
親
た
ち
と
一
緒
に
粉
ミ
ル
ク
を
共
同
購

入
す
る
展
開
な
ど
、「
食
」
へ
の
関
心
は
、
福
島
の
事
故
後
に
も
共
通
す
る
事

態
を
描
い
て
い
る
。

ま
た
、
本
作
は
、
西
ド
イ
ツ
の
教
育
に
も
焦
点
を
当
て
て
お
り
、
子
ど
も

同
士
が
原
発
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
様
子
や
、
そ
の
な
か
で
の
衝
突

を
書
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
原
子
力
発
電
所
の
技
師
を
父
に
持
つ
ブ
リ
ギ
ッ
テ

と
い
う
少
女
は
、
便
利
な
く
ら
し
を
選
ぶ
な
ら
、
何
が
起
き
て
も
「
自
業
自

得
」
で
あ
る
と
発
言
し
て
ク
ラ
ス
の
顰
蹙
を
買
う
。

孤
立
し
た
ブ
リ
ギ
ッ
テ
は
、
父
親
が
働
く
原
発
の
あ
る
町
に
転
校
す
る
こ
と

に
決
め
る
。
引
っ
越
し
の
前
、
ブ
リ
ギ
ッ
テ
は
ト
オ
ル
に
だ
け
、
発
言
の
真
意

―
原
子
力
発
電
所
を
批
判
す
る
だ
け
で
な
く
、
ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
な
ん
で

も
で
き
る
よ
う
な
便
利
な
生
活
を
好
む
考
え
方
自
体
を
見
直
す
べ
き
だ

―

を
告
げ
て
町
を
去
る
。

冬
に
な
り
、
ト
オ
ル
は
「
無
事
に
」
生
ま
れ
た
弟
の
手
に
触
れ
な
が
ら
、

ブ
リ
ギ
ッ
テ
の
言
葉
を
反
芻
し
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
に
よ
っ
て
得
た
経

験
が
、
新
し
い
「
い
の
ち
」
と
と
も
に
、「
一
九
八
六
年
の
バ
ト
ン
」
と
し
て
未

来
に
つ
な
が
る
こ
と
を
望
み
作
品
は
閉
じ
ら
れ
る

。
(21)
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六
、
お
わ
り
に

―
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
描
く
も
う
一
つ
の
作
品

こ
こ
ま
で
、
児
童
文
学
と
反
核
を
め
ぐ
る
言
説
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
が
、
反

核
を
め
ぐ
る
二
つ
の
要
素
の
う
ち
、
主
と
し
て
「
反
核
兵
器
」
の
言
説
が
目
立
つ
八

〇
年
代
の
『
日
本
児
童
文
学
』
で
は
、
同
時
代
に
出
現
し
は
じ
め
て
い
た
原
発
を

モ
チ
ー
フ
と
す
る
作
品
の
「
反
原
発
」
の
要
素
は
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
多
様
化
し
た
社
会
問
題
へ
の
対
応

の
な
か
で
、
原
発
の
問
題
ま
で
を
取
り
扱
う
余
裕
が
な
か
っ
た
可
能
性
と
、
ソ

連
の
原
発
事
故
や
ド
イ
ツ
で
の
反
核
運
動
に
「
な
じ
み
に
く
さ
」
を
感
じ
る
批

評
家
の
問
題
、
そ
し
て
、
本
論
で
は
検
討
し
き
れ
な
か
っ
た
が
、『
日
本
児
童

文
学
』
の
政
治
的
な
立
場
な
ど
も
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

長
谷
川
潮
は
、
『
あ
し
た
は
晴
れ
た
空
の
下
で
』
を
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
主

題
と
し
た
「
日
本
で
唯
一
の
創
作
児
童
文
学
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
が
、
本

論
は
最
後
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
も
う
一
つ
の
創
作
児
童

文
学
を
紹
介
し
た
い
。「
日
本
の
児
童
文
学
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
題
材
に
創

作
な
ん
て
し
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
、
中
澤
晶
子
の
か
つ
て
の
諦
念
を
良
い
意

味
で
裏
切
る
創
作
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
後
半
に
、
『
日
本
児
童
文
学
』
が

用
意
し
た
批
評
空
間
と
は
異
な
る
場
で
試
み
ら
れ
て
い
た
。

注
目
す
る
の
は
、
北
欧
の
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
の
先
住
民
サ
ー
メ
の
少
年
と
、
日

本
人
の
少
女
の
交
流
を
描
い
た
、
清
水
道
尾
『
遙
か
な
ト
ナ
カ
イ
の
国
』（
岩

崎
書
店
、
一
九
九
一
年
）
で
あ
る
。

本
作
の
初
出
は
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
の
発
行
す
る
『
同
朋
』
と
い
う
月

刊
誌
だ
。『
同
朋
』
は
信
徒
向
け
の
機
関
誌
で
あ
る
が
、
八
〇
年
代
の
誌
面
に

は
、
児
童
文
学
者
の
寄
稿
や
、
幼
児
教
育
の
記
事
、
子
ど
も
向
け
の
本
の
紹

介
記
事
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
後
紹
介
す
る
清
水
も
「
お
母
さ
ん
が
読

ん
で
あ
げ
る
お
は
な
し
」
と
し
て
二
歳
の
幼
児
を
主
人
公
に
し
た
幼
年
童
話

「
さ
と
こ
二
歳
」
を
一
九
八
七
年
四
月
か
ら
八
八
年
三
月
ま
で
連
載
し
て
お

り
、
こ
の
雑
誌
の
編
集
部
が
、
母
親
や
幼
児
教
育
に
携
わ
る
人
を
読
者
と
し

て
想
定
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

原
発
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故
後
、
早
い
時
期

か
ら
記
事
の
掲
載
が
見
ら
れ

、
原
発
を
テ
ー
マ
に
し
た
清
水
の
連
載
が
は
じ

(22)

ま
る
一
九
八
八
年
四
月
号
に
は
、
甘
蔗
珠
恵
子
『
ま
だ
、
ま
に
あ
う
の
な

ら

―
私
の
書
い
た
い
ち
ば
ん
長
い
手
紙
』（
地
湧
社
、
一
九
八
七
年
）
の
紹
介

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

作
者
の
清
水
道
尾
（
し
み
ず
み
ち
を
）
は
、
日
本
児
童
文
学
者
協
会
の
会
員

で
、『
は
じ
め
て
の
お
る
す
ば
ん
』（
岩
崎
書
店
、
一
九
七
二
年
）
や
、『
ち
い
ち

ゃ
ん
え
ほ
ん
』
全
一
二
作
（
ほ
る
ぷ
出
版
、
一
九
七
四
～
八
三
年
）
な
ど
の
絵
本

を
手
が
け
た
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
東
京
の
自
宅
に
「
子
ど
も
図

書
館
く
が
や
ま
文
庫
」
を
ひ
ら
き
、
清
水
美
千
子
名
義
で
、
子
ど
も
の
本
の

研
究
・
普
及
活
動
を
行
っ
て
き
た
人
で
も
あ
る
。

『
遙
か
な
ト
ナ
カ
イ
の
国
』
は
二
部
構
成
で
、
前
半
の
「
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
通
信
」

が
一
九
八
八
年
四
月
か
ら
一
九
八
九
年
三
月
ま
で
、
後
半
の
「
遥
か
な
ト
ナ
カ

イ
の
国
」
が
一
九
八
九
年
四
月
か
ら
一
二
月
ま
で
連
載
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
連

載
に
も
、
阿
嘉
ま
さ
ご
と
い
う
「
絵
本
作
家
を
め
ざ
し
て
勉
強
中
」

の
女
性

(23)

が
、
毎
号
三
枚
ほ
ど
の
挿
絵
を
担
当
し
て
い
る
。
作
者
の
清
水
は
、「
若
い
友
だ

ち
の
ひ
と
り
」
で
あ
る
阿
嘉
が
、
家
族
連
れ
で
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
を
訪
れ
た
と
き
の

メ
モ
を
読
ま
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
本
作
を
執
筆
し
た
と
い
う

。
(24)

『
遙
か
な
ト
ナ
カ
イ
の
国
』
に
つ
い
て
、
加
筆
修
正
さ
れ
た
単
行
本
版
を
元

に
あ
ら
す
じ
を
確
認
し
よ
う
。
本
作
は
、
前
後
半
と
も
に
絵
里
と
い
う
少
女

の
視
点
か
ら
語
ら
れ
る
。
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前
半
は
、
絵
里
と
画
家
の
母
親
が
、
動
植
物
の
生
態
を
撮
る
カ
メ
ラ
マ
ン
の

叔
父
に
連
れ
ら
れ
て
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
を
訪
問
す
る
様
子
が
、
絵
里
の
友
人
で
あ

る
春
香
に
宛
て
た
手
紙
の
形
式
で
書
か
れ
る
。手
紙
の
内
容
は
、先
住
民
の
サ
ー

メ
の
人
々
の
暮
ら
し
を
伝
え
る
も
の
で
、
特
に
、
ト
ナ
カ
イ
に
支
え
ら
れ
た
サ
ー

メ
の
生
活
が
、
食
事
、
放
牧
、
観
光
、
住
居
、
祭
り
な
ど
様
々
な
面
か
ら
描

か
れ
る
。
絵
里
は
、
傷
つ
い
た
ト
ナ
カ
イ
の
世
話
を
す
る
少
年
ミ
ッ
ケ
ル
と
出

会
い
、
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
の
文
化
や
ト
ナ
カ
イ
と
の
暮
ら
し
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

後
半
は
、
絵
里
が
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
約
二
〇
日
後
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の

事
故
が
起
き
た
時
点
か
ら
は
じ
ま
る
。
絵
里
は
ミ
ッ
ケ
ル
達
の
た
め
に
原
発
の
勉

強
を
始
め
、
脱
原
発
の
活
動
に
参
加
し
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
過
程
が
、
広
島
の

原
爆
ド
ー
ム
前
で
の
ダ
イ
・
イ
ン
や
、
愛
媛
の
伊
方
原
子
力
発
電
所
の
出
力
調

整
実
験
に
対
す
る
抗
議
活
動
、
ま
た
、
日
比
谷
で
の
「
〝
原
発
と
め
よ
う
一
万

人
行
動
〟
」
な
ど
、
同
時
代
の
実
際
の
出
来
事
と
交
わ
る
形
で
描
か
れ
る
。

本
作
で
特
徴
的
な
の
は
、
絵
里
が
原
発
の
問
題
に
対
し
て
行
動
的
な
少
女

と
し
て
描
か
れ
る
点
だ
ろ
う
。
単
行
本
版
で
は
、
絵
里
の
行
動
の
原
動
力
は

ミ
ッ
ケ
ル
と
の
手
紙
の
や
り
と
り
に
あ
る
。
ミ
ッ
ケ
ル
の
手
紙
か
ら
、
絵
里
は

自
身
が
見
聞
き
し
た
サ
ー
メ
の
生
活
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知

る
と
と
も
に
、
原
発
に
つ
い
て
学
び
始
め
た
ミ
ッ
ケ
ル
達
か
ら
、「
エ
リ
か
ら
の

情
報
と
、
こ
ち
ら
で
入
手
し
た
も
の
を
照
ら
し
あ
わ
せ
れ
ば
、
だ
ん
だ
ん
実
体

が
見
え
て
く
る
」、「
ぼ
く
た
ち
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
す

る
は
ず
」
だ
か
ら
、「
隠
さ
ず
教
え
て
く
だ
さ
い
」

と
頼
ま
れ
て
「
も
っ
と

(25)

原
発
の
こ
と
を
知
り
た
い
」

と
行
動
を
始
め
る
。

(26)

絵
里
を
原
発
の
問
題
に
向
か
わ
せ
る
背
景
に
は
、
自
然
や
生
命
へ
の
関
心
が

強
い
母
親
の
存
在
や
、
画
家
で
あ
る
彼
女
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
仲
間
（
山
小
屋
の

仲
間
）
が
用
意
す
る
環
境
的
な
要
因
も
大
き
い
。
絵
里
は
、
以
前
か
ら
環
境

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
母
親
か
ら
、
勉
強
会
で
得
た
原
発
の
情
報
を
教
え
て

も
ら
っ
た
り
、
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
で
母
の
所
属
す
る
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
の
署
名
活
動

を
手
伝
っ
た
り
す
る
な
か
で
反
原
発
運
動
へ
の
参
加
の
仕
方
を
学
ん
で
い
く
。

中
学
生
に
な
っ
た
絵
里
は
、
そ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま
え
、
弁
論
大
会

で
脱
原
発
に
つ
い
て
発
表
す
る
。
そ
の
際
、
反
原
発
や
脱
原
発
を
「
唱
え
る
だ

け
で
な
く
、
い
ま
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
や
っ
て
る
こ
と
」
と
し
て
節
電
を
あ

げ
、
電
力
へ
依
存
す
る
生
活
の
改
善
案
と
し
て
提
案
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
絵
里
の
描
か
れ
方
に
つ
い
て
は
、「
反
原
発
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
」

と
呼
ば
れ
た
同
時
代
の
状
況
と
の
呼
応
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
ご
く
普
通
の
生
活
を
送
っ
て
き
た
主
婦
」
が
中
心
的
な
運
動
の
担
い
手
で

あ
っ
た

、
八
〇
年
代
の
「
反
原
発
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
」
に
つ
い
て
安
藤
丈
将

(27)

は
、都
市
で
は
、生
協
の
よ
う
な
女
性
を
中
心
と
す
る
地
域
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
反
原
発
の
運
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
担
っ
た
と
指
摘
す
る
。
地
域
組
織
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
」
と
呼
ば
れ
、「
暮
ら
し
方
を
変
え
る

こ
と
が
、
社
会
を
変
え
る
こ
と
の
一
部
」
で
あ
る
と
し
て
、
具
体
的
な
生
活
に

即
し
た
提
案
を
行
っ
て
い
た
と
い
う

。
(28)

こ
れ
は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
自
宅
で
子
ど
も
向
け
の
文
庫
を
運
営
し
て

い
た
作
者
の
清
水
の
周
り
に
は
、「
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
」
の
影
響
を
受
け
た
女

性
達
の
出
入
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
作
中
で
は
、『
危
険
な
話
』

や
『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

―
ア
メ
リ
カ
人
医
師
の
体
験

―
上
・
下
巻
』、『
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
』、
『
見
え
な
い
雲
』
な
ど
を
読
み

、
四
谷

(29)

公
会
堂
の
〝
原
発
い
ら
な
い
ト
ー
ク
＆
映
画
祭
〟
に
参
加
し
、
『
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
』
や
『
脅
威
』
な
ど
の
映
画
を
観
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
松
岡
信
夫
や
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ア
イ
リ
ー
ン
・
ス
ミ
ス
の
対
談

を
聞
く
子
ど
も
た
ち
の
様
子
が
描
か
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
清
水
自
身
や
仲
間
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た
ち
の
体
験
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
想
像
さ
せ
ら
れ
る
。

「
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
便
り
」
と
「
遥
か
な
ト
ナ
カ
イ
の
国
」
が
連
載
さ
れ
た
雑

誌
『
同
朋
』
は
、
児
童
文
学
誌
で
は
な
い
こ
と
を
再
度
強
調
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、『
日
本
児
童
文
学
』
の
よ
う
な
雑
誌
が
用
意
し
た
言
説
空
間
と
は

異
な
る
場
で
、「
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
」
と
呼
ば
れ
た
運
動
に
呼
応
す
る
児
童
文

学
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
記
憶
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。

日
本
児
童
文
学
者
協
会
の
機
関
誌
と
い
う
中
央
誌
的
な
性
格
を
持
つ
雑
誌

以
外
の
場
で
の
、
児
童
文
学
者
た
ち
の
原
発
に
対
す
る
多
様
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
今
後
本
格
的
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。

注

「
特
集

・

と
児
童
文
学
Ⅰ
」『
日
本
児
童
文
学
』
第
五
八
巻
第
四
号
、

1

3

11

二
〇
一
二
年
八
月
。「
特
集

・

と
児
童
文
学
Ⅱ
」『
日
本
児
童
文
学
』
第

3

11

五
八
巻
第
五
号
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
。

長
谷
川
潮
「
「
信
頼
」
の
行
方

―
〈
原
子
力
〉
と
子
ど
も
の
本

―
」『
日

2
本
児
童
文
学
』
第
五
八
巻
第
五
号
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
。

例
え
ば
、
楠
田
剛
士
は
、
一
九
五
五
年
発
行
の
水
田
九
八
二
郎
『
原
爆
児
童

3
文
学
を
読
む
』
の
リ
ス
ト
に
は
、
重
複
す
る
も
の
を
含
め
て
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
童

話
、
物
語
、
絵
本
、
マ
ン
ガ
、
紙
芝
居
な
ど
）
は
二
三
〇
以
上
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
（
手
記
、
記
録
、
エ
ッ
セ
イ
、
詩
歌
、
絵
画
、
写
真
集
な
ど
）
は
二
〇
〇
以

上
あ
り
、
そ
れ
以
降
に
発
表
さ
れ
た
も
の
も
含
め
る
と
相
当
の
数
が
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
（
楠
田
剛
士
「『
原
爆
児
童
文
学
集
』
の
語
り
」『
敍
説

文
学
批
評
』

3

第
一
二
号
、
二
〇
一
五
年
二
月
、
三
八
頁
）。

沢
崎
友
美
「
原
発
問
題
に
挑
む
児
童
文
学
か
ら
〈
物
語
の
力
〉
を
探
る

―

4
た
つ
み
や
章
『
夜
の
神
話
』
を
中
心
に

―
」『
児
童
文
学
研
究
』
第
四
五
号
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
、
二
〇
頁
。
な
お
、
沢
崎
の
論
で
は
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
の

事
故
以
後
に
発
表
さ
れ
た
、
原
発
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
児
童
文
学
の
リ
ス
ト
が
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
本
論
も
多
く
参
照
し
た
。

山
本
昭
宏
「「
反
・
核
兵
器
」
の
運
動
と
「
反
・
原
発
」
の
運
動
」『〈
原
爆
〉

5
を
読
む
文
化
事
典
』
青
弓
社
、
二
〇
一
七
年
、
一
〇
六
‐
一
〇
七
頁
を
参
照
。

中
野
和
典
「
原
子
力
発
電
所
」『〈
原
爆
〉
を
読
む
文
化
事
典
』
青
弓
社
、
二

6
〇
一
七
年
、
三
六
五
頁
。

「
〝
戦
争
ア
ニ
メ
〟
に
抗
議
の
ノ
ロ
シ
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
二
年
一
月
一
〇

7
日
朝
刊
、
二
二
頁
。「
戦
争
ア
ニ
メ
に
反
対
し
よ
う
！
」『
日
本
児
童
文
学
』
第

二
七
巻
第
一
二
号
、
一
九
八
一
年
一
一
月
、
一
二
〇
頁
。

北
川
幸
比
古
「
あ
と
が
き
」『
日
本
児
童
文
学
』
第
二
七
巻
第
一
四
号
、
一
九

8
八
一
年
一
二
月
、
一
四
三
頁
。

付
言
し
て
お
く
と
、
同
時
期
に
出
版
さ
れ
る
『
原
爆
児
童
文
学
集
』（
一
九
八

9
五
～
八
六
年
）
に
も
、
Ｓ
Ｆ
作
品
へ
の
取
り
組
み
が
み
ら
れ
る
（
北
原
尚
彦
「
実

は
Ｓ
Ｆ
含
有
率
が
高
か
っ
た
〈
原
爆
児
童
文
学
集
〉」『
Ｓ
Ｆ
希
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

東
京
創
元
社
、
二
〇
一
三
年
。
楠
田
剛
士
、
注

に
同
じ
。）

3

長
谷
川
潮
「「
軍
神
と
犠
牲
者
の
あ
い
だ

―
国
家
の
戦
争
像
と
個
人
の
戦
争
像
」

10
『
日
本
児
童
文
学
』
第
三
〇
巻
第
八
号
、
一
九
八
四
年
八
月
、
二
〇
‐
二
一
頁
。

芝
田
勝
茂
『
夜
の
子
ど
も
た
ち
』
福
音
館
書
店
、
一
九
八
五
年
、
一
三
八
頁
。

11

本
作
に
つ
い
て
、
福
音
館
書
店
版
（
一
九
八
五
）
の
後
に
出
さ
れ
た
パ
ロ
ル
舎

12
版
（
一
九
九
六
）
で
は
加
筆
修
正
が
あ
る
。
特
に
後
者
の
方
で
は
、
国
が
核
武
装

を
す
る
方
針
が
強
調
さ
れ
る
結
末
に
な
っ
て
い
る
。

赤
木
由
子
「
描
写
力
と
作
者
の
明
る
い
思
想
」『
日
本
児
童
文
学
』
第
三
二
巻

13
第
七
号
、
一
九
八
六
年
七
月
、
九
一
頁
。

藤
田
の
ぼ
る
「
児
童
文
学
・
八
〇
年
代
へ
の
予
感
」『
日
本
児
童
文
学
』
第
三

14
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二
巻
第
六
号
、
一
九
八
六
年
六
月
、
八
頁
。

佐
藤
宗
子
「
１
９
８
０
年
代
（
前
半
）
の
評
論
と
研
究
」『
現
代
児
童
文
学
論
集

15
第

巻

転
換
す
る
子
ど
も
と
文
学
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
を
参
照
。

5チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
後
の
事
故
を
想
定
す
る
『
み
え
な
い
雲
』
で
は
、「
グ

16
ラ
ー
フ
ェ
ン
ハ
イ
ン
フ
ェ
ル
ト
」
の
原
発
が
未
曾
有
の
大
事
故
を
起
こ
す
。
事
故
当

時
、
国
外
に
バ
カ
ン
ス
へ
行
っ
て
い
た
父
方
の
祖
父
母
は
無
傷
で
帰
っ
て
く
る
が
、「
絵

本
に
出
て
く
る
よ
う
な
、
典
型
的
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」（
高
田
ゆ
み
子
訳
『
み
え

な
い
雲
』
小
学
館
文
庫
版
、
一
六
頁
）
で
あ
る
祖
母
ベ
ル
タ
は
、
自
分
に
と
っ
て

不
都
合
な
こ
と
は
知
ろ
う
と
せ
ず
、
放
射
能
の
た
め
に
家
族
が
死
ん
だ
こ
と
に
す

ら
気
が
つ
か
な
い
。『
み
え
な
い
雲
』
で
「
真
実
」
を
語
る
役
割
は
、
生
き
残
っ
た

孫
の
ヤ
ン
ナ
・
ベ
ル
タ
が
担
っ
て
い
る
。

茶
園
梨
加
「
語
り
部
」『〈
原
爆
〉
を
読
む
文
化
事
典
』
青
弓
社
、
二
〇
一
七

17
年
、
三
四
六
頁
。

浜
野
卓
也
「
新
人
賞
選
考
経
過
報
告
」『
日
本
児
童
文
学
』
第
三
二
巻
第
七

18
号
、
九
六
頁
。

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
・
中
澤
晶
子
「《
対
談
》
わ
れ
ら
み
な
「
風
下
っ
子
」『
日

19
本
児
童
文
学
』
第
五
八
巻
第
五
号
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
、
三
五
頁
。

中
澤
晶
子
「
あ
と
が
き
」『
あ
し
た
は
晴
れ
た
空
の
下
で

ぼ
く
た
ち
の
チ
ェ
ル

20
ノ
ブ
イ
リ
』
汐
文
社
、
二
〇
一
一
年
、
一
八
七
頁
。

付
言
し
て
お
く
と
、『
あ
し
た
は
晴
れ
た
空
の
下
で
』
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
に

21
放
射
能
に
よ
る
「
障
害
」
が
出
な
い
こ
と
、「
無
事
に
」
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
幸
福

と
し
て
語
る
傾
向
が
あ
る
。
一
方
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
後
の
作
品
を

み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
「
障
害
」
へ
の
見
方
や
描
き
方
に
、
疑
問
を
呈
す
る
作
品
も

出
て
い
る
（
例
え
ば
、
菅
野
雪
虫
「
明
日
海
」『
日
本
児
童
文
学
』
第
五
八
巻
第
五

号
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）。

例
え
ば
、「
松
橋
勇
蔵
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〝
共
感
〟
か
ら
す
べ
て
は
始
ま
る
」、

22
「
〝
雨
が
こ
わ
い
〟
は
い
の
ち
の
さ
け
び
」『
同
朋
』
第
三
七
巻
第
七
号
、
一
九

八
六
年
七
月
な
ど
。

『
遙
か
な
ト
ナ
カ
イ
の
国
』
岩
崎
書
店
、
一
九
九
一
年
、
二
三
〇
頁
。

23

清
水
道
尾
「
あ
と
が
き
」『
遙
か
な
ト
ナ
カ
イ
の
国
』
岩
崎
書
店
、
一
九
九
一

24
年
、
二
二
九
頁
。

注

、
一
三
六
頁
。

25

23
注

に
同
じ
。

26

25
高
田
昭
彦
「
反
原
発
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
研
究
」『
成
蹊
大
学
文
学
部
紀
要
』

27
第
二
六
号
、
一
六
一
頁
。

安
藤
丈
将
『
脱
原
発
の
運
動
史

―
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
、
福
島
、
そ
し
て
こ
れ

28
か
ら
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
、
七
七
頁
。

『
危
険
な
話
』、『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

―
ア
メ
リ
カ
人
医
師
の
体
験
』、『
ド
キ
ュ

29
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
』
に
つ
い
て
は
、
初
出
の
『
同
朋
』
一
九
八
九
年
一
二

月
に
の
み
言
及
が
あ
る
。『
み
え
な
い
雲
』
に
つ
い
て
は
、
初
出
で
の
言
及
が
な
く

単
行
本
版
の
絵
里
の
演
説
の
シ
ー
ン
で
紹
介
さ
れ
る
。

付
記本

論
は
、
第
六
五
回
原
爆
文
学
研
究
会

（
二
〇
二
一
年
一
二
月
二
五
日
）
に
お

け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
一
九
八
〇
年
代
の
雑
誌
に
み
る
反
原
発
思
想
」
で
の
発
表

を
基
に
、
大
幅
な
加
筆
修
正
を
施
し
た
も
の
で
す
。
発
表
後
、
様
々
な
ご
意
見
を
頂

き
本
論
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、『
風
が
吹
く
と
き
』
の
分
析
に
つ

い
て
は
髙
野
吾
朗
さ
ん
、
高
山
智
樹
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
相
川
美
恵
子
さ
ん
か
ら
は
、
八
〇
年
代
の
児
童
文
学
の
様
相
に
つ
い
て
ご
教
示

頂
き
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


